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第１章

　

緒

　

言

健康ナル非結核腎ヨリ結核菌排泄が可能ナリヤ

否ヤノ問題ノ'ヽ學術上腎透過性二開スル問題タル

ノミナラズ、診断學上初期腎結核ノ診断上重要

ナル問題ナリ。印チ最初期腎結核二於テーハ生結

核菌尿中排泄ノミガ唯一ノ症状ナル事多ク、シ

カモ此ノ時期が腎剔出手術ノ最適時期ナルガ故

二結核菌尿二就テ､ハ充分二吟味スル必要アリ。

結核菌尿二開ソ、ル文献ノヽ1901年Foullerton

ｕ. Hillier(1)が初ｙや６例ノ肺結核患者ニテ剖

見上腎結核ヲ説明セサルニ結核菌尿ヲ誇T明シ、

結核菌ハ血中二存在シ腎臓二感染フヽル事ナク尿

中二排泄セラレ、叉血中二存在スルニ粟粒結核

ヲ･惹起セデルノ｀ゝ自家竟疫ニョルモノナリト報告

シテ以東、東西多数ノ文献数表セラレ、甲論乙

駁未ダ菌尿ノ存在二開シテ意見ノ一致ヲ見ズ。

故二余。・ヽ培養法ノ吟味ｦｰ施行シ、次デ今村内科

入院患者二就イテ菌尿ノ検索二従事セリ。

第t!章

　

像備賓験

　

結核菌分離培養法ノ吟味

　　　　　　

第１節

　

緒

　

言

結核菌分離培養法－ヽKochが結核菌会見常時非

常ナ努カユテ成功セル歴史的ノ原始的方法二次

ｆデ、1909年UhleuhuthヘハAutiformin法

ヲ会貼シ近年-i・デ最モ優秀ナル方法トシテ廣ク

施行セラレタリ。 Ｔｗｏrtヅハ喀疾サ２％｢エリ

71リン｣液ご｡こテ處置シ、Petroff ９ ノヽ苛性曹達法

ヲ･用ヒタリ。

最近住占ｏノヽLowensteinトノ協同研究ニョリ

硫酸法ヲ･会見シＨｏｈｎ(6りヽ之-ヽ多少ノ改良テ加

へ梢；見全二近キモノガ現在一般二用ヒラル。

本邦二於テモ小林(7'、石川(8)、廣木印)等多数ノ追

試者ニョリ硫酸法ノ優秀ナル事が認ノ･ラレリレ。

其他伊藤川ノ祠涯酸｢ペプシン｣法ヲ使用セリ。一

方分離培養基二於テ｡ハＫｏｃｈノ牛叉羊血清加熱

凝固培養基，Ｐｏｗloｗskiノ馬鈴薯培養基次４デ

Ｄｏrsｅtﾐ1‘｀)が初ｙテ卵培養基ヲ登見シ，結核菌が

卵培養基二登育良好ナル鮎ヨリＬｕｂｅｎａｎ(12)，

Petroff, Hohn, Petragna吋13),L6ｗｅｎstｅぼ1句，

Petrik剔Ｈｅｒrold(16ハハ各卵培養基テ基礎トセ

ル各個有ノ卵培養基テ創製セリ。本邦二於テモ

小林，鈴木17)モ卵培養基ヲ創製セリ。

之等多数ノ卵培養基二就テソノ優劣ヲ･比較セル
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文献多敷二存在シ、Petragnani, Lowenstein

培養基最モ優秀ナリト認ノラル。

近時熊谷内科佐藤ハ鈴木氏銀杏培養基ラ用ヒ、

特有ノ培養法ヨリ尿中結核菌培養ヲ施行シ優秀

ナル成仏テ狸表セルニョリ余ハ之レガ追試テ

Petragnani及鈴木培養基サ川ヒテ施行セリ。

第２節

　

賓験方法

(１)賓験材料

使用セル結核菌ハGlycerin塞天培養基二培養

セル人型菌傅研上池菌及傅研牛型菌ナ九

病的所見ナキ健康者尿二培養結核菌サ混入シテ

各一定ノ賓験的結核菌尿テ作製シたレラ賓験材

料トセリ。卸チl.Occ生理的食盛水ニ1/10－

1/1億ｍｇノ結核菌サ含有セシノタル菌浮游液

テ製シ、此ノ菌液l.Occテ尿9.0ccニ混ジテ全

量10．０ｃｃノ宵験的結核菌尿テ作製セリ。原尿｡ハ

常二對照トシテ培養シ結核菌ヲ含有セヂルヲ一認

メタリ。

(２)培養方法

住吉Ｈｏｈｎ硫酸法ノ投法ニヽシテ佐膝が肺結核

患者尿中結核菌培養二優秀ナル成績ヲ得タル培

養法ニョリ培養セリ。被検尿10．０ｃｃニ10．0が硫

酸水5.0ccテ加へ､其上二胆汁｢ブイヨン｣0．5－

1．０ｃｃテ加へ30分間放置シ後彊力遠心器ニテ遠

心沈澱セシノ、ソノ沈淡刊先フ事ナクソノーマ

分離培養基二移植シ孵卵室ニテ８週間ノ間１週

間毎二集落ノ登現状態テ観察セリ(以下此ノ培

養法ヲ･胆汁硫酸法ト服冊ソヽ)。

(３)培養基

Petragnani及鈴木銀杏培養基テ使用セリ。

　

ソ

ノ製法左ノ如シ。

(柏Ｐｅtrａｇｎａｎｉ培養基

　

’牛

　　

乳

　　　　　　　　　　　　

150-0 cc

　　

澱

　

粉

　　　　　　　

6．0gr

　　

Pepton

　　　　　　　　　　

１．0g「

　　

鶏卵大馬鈴営ﾉ’細切セルモノ

以上サ滅菌「コルｇン」ニ入レ重湯煎上ニャ振韓

シツヽ10分間加熱シ糊状トナラシノ、冷却ハレ

後滅菌的二操作セル全鶏卵４個卵黄１個ノ卵液

200．０ｃｃ及2．0％ＭａｌａｃｈｉtｇｒiinﾌK6.0CCヲ加へ

混和攬神シ、試験管二分注シ血清凝固器ニテ第

１日85 C 30 分、第２日75°Ｃ ２０分、第３日75"C

20分、滅菌凝固セシム。此ノ培養基ノ凝固水ノ

ｐＨノ｀7．54－7．0ノ間ニ゛）’リ。

（ロ）鈴木培地

銀杏液ノ製法

　　

銀杏（外皮テ除キタル果内）

　

50.0 gm

　　

味ノ素

　　　　　　　　　　　　　

3.0gm

　　

０．85％食螢水

　　　　　　　　

200.Occ

以上ヲ･滅菌「コルバン」ニ人レ、コツ木釜ニこテ１

時間滅菌シ後室温二放置冷却濾過フヽ、此ノ銀杏

水100．０ｃｃニ「グリセリン」6.0CC、2.0％Ｍａｌ-

achitgrijn 6。Occ テ加へ、ソノ上二卵液200.Occ

ヲ加へ混和攬絆シ、滅菌「ガー白二－テ濾過試験

管二分注以下同様二滅菌凝固セシム。此ノ培地

ノ凝固水ノpH-・ヽ7.54―7.7;-^ナリ。

第３節

　

賓験成績

弟１

　

謄汁硫酸法卜従来ノ硫酸法ノ比較

既二宣験方法中ニ々既述セル如ク佐藤ハ尿中結

核菌培養二際シ、尿二硫酸及胆汁｢ブイヨン｣テ

加へ、遠心沈澱テヘ

　

ソノ沈澄テ直チュ培養基

二移植セリ。尿二硫酸及膿汁｢ブ･1ヨン｣プ加７

レベ黄色ノ沈湾プ多吊二生ジ、遠心沈殿二際

シ浮游結核菌ヲ･共二沈澱セシムルモノトぐヽラ

結核菌浮游液ハ強力遠心ノ､ルモ、ソノま部プ集

菌セシムル事ハ不可能ナリ。常二上以液二敞細

ナル結核菌塊ノ伊作ヲ認ム。故二敞量菌含有材

料ヨリ集菌づ､ルこ一白沈流入作［共凪尤澱セシム
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コロニー一小倣、緞字

ﾉレノゝ合理的ナリ1ヽ思惟フ､。故二雌汁硫酸法1ヽヅ

比較培養セリ。

今簡軍二培養８週日日ノ雨者ノ培養状態ヤ夫示

ブヽレバ第１人ノ如シ。

以上胆汁硫酸法ニテハ!/10萬、1 100萬、］/1000

萬、］/1億ｍｇ含有尿二於デモ培養可能ナルモ、

硫酸法ニマ丿ヽ1/10萬ｍｇ以下ノ微量菌含有尿

二於うぃヽ培養不l可能ナリ。卸j=一大輦菌含有尿｡･

培養二於テハ雌汁硫酸法及硫酸法二大ｻ差尹認ノ

ヂルモJﾄ常トル微量菌含有尿ヨリノ培養二際シ

テハ雌汁硫酸法が著明二優秀ナノに嘲1ル。胆汁

硫酸法ノ微イT菌培養丿号秀ナルづ町『ヽ集菌法二

依ノしモノナリト思惟ソヽ。
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シ心ル事/y知リタリ、ペデＶ型及乍型菌土用ヒ

同様ノ貨験テ施行シ、同時二鈴木I'l Petragnani

培支店ノ擾Tし列七較シ人;l堕いづ;い耀けノ培養

基上ノ付石状態ヲ比較七リ。争付八ル成績大人

示≒‥バ第２表及第:4衣ノ如シ。
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微量結核菌尿プ同一菌液ヨリ製シ1/1萬-1/1

陪ｍｇ含有尿各５例ラｙシ、とレヲ培養シ登現

集落敬尹観、培養基上ニテ微量菌液ノ誤差ヲ観

穿ゼリ。

　

ヽ･ノ成績ノヽ第４･ムノ如シ。

以上ノ結果ニョリlOcc中1/1萬ｍｇノ結核深け

含有ソヽル尿土Occ 1/10 1ら‘･ｊｍｇノ菌液二相常ス)

ユーうヽ乃試験管總テニ於テ培養陽性ナリ。1/10

く11Lしｍｇ含有例二う｀ノヽソノ成績一定セズ。

　　　

第↓八

　

微匍:結核菌含有液ヨリノ瑶養
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デ叉小字ヘハ尿中ヨリー白分耳ノ250萬倍稀秤

・デ培養謐明シ得タリト報告セリ。余ノ賓験ニ

タハlOcc尿中ニ1/1恰ｍｇヲ含有セシノタル材

料ヨリモ培養澄明シ得タリ。勿論斯ノ如キ微量

結核菌液ニテノヽ常二含有結核菌/ｙノ誤差大ナラ

ンモ、非常二微量菌ヲモ培養澄明シ得ルト断言

シ得ルト思惟フ､。
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pＨノ｀Ｌａｕtｅｎseh阻ｇｅｒノ

　

micro ionometer

ニテ測定セリ。得タル成績ノヽ第５表及第６表ノ

如シ。

　　　

第５表

　

培養器ノｐＨＩヽ結核菌ノ螢育

　　　　　　　

(Petragnani培地)

－･

　　

＋

―
！
；
『
Ｉ
Ｉ

　
　

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｖ
＜
｡

Ｉ

蔵前濃度
　(％)

川債
　≒居敷

I)H＼
１ ２ ３

對　照 7.02
＋

＋

１ 6.92
＋ 併

併

２ 6.80
＋

併
併

３ 6.73 ＋
州･！

併

４ 5.94
十 併

十十

５ 5.73
＋

＋

６ 5.43
十十
升

７ ‘　5.22

１ｉ

¶
十

十十

８ 5.21 ＋
＋

９ 4.92
＋
＋

10 4.75
＋
＋

第６表

　

培養器ノｐＨト結核菌ノ晋育

　　　　　

(鈴

　

木

　

培

　

地)

硫雙濃度
　(％ﾝ

　柘養
　　遠敷
pH

１ ２ ３

對　照 7.61
＋
＋

１ 7.35
＋
＋

Ｚ 6.86 ＋
桐･
併

　 　 ３

． 〃 - ｗ ｗ ' '

　 　 １

6.71
＋
＋

併
併

6.20
＋
＋

併
桐･

５ 5.99
＋
＋

十十
併

６ 5.67
＋

＋
升
升

心／ 5.61 ＋
＋

十十
十

一 一

1 11ⅢIV　ハ試験管番琥

Ｐ

　　　　

ハPetragnani培養基

Ｓ

　　　　

ノヽ鈴木培養基

　　　　

＋４‥‥‥‥敬字ノヽKolonie敬

白]チ菌液トシテノヽl.Occ 1/10萬ｍｇマデハ可成

り正確ナ菌液ヲ作製シ得ルモノト考フ、、本賓験

二於テモ1/1億ｍｇ含有例ニテハ５試験管中３

本二於テ培養陽性ニシテ極ク微量菌ラモ培養シ

得ルトSI恒久。

第４結核菌分離培養ノpHニ就テ

一般二細菌ノ培養二於テ最モ登育良好ナル所謂

至適ｐＨノ存スル事八一般二認メラルヽ所ニシ

テ、結核菌培養二於テモ亦至滴pH存シScha-

de ｕ.Ｃｌａｕssｅｎ(23)､井上町西村(25)こヨリソノ至

適ｐＨノ｀6．2－6．9ナリトセラル。然ルこ楊(22)

ノ測定ニョレバ結核菌分離培養基ハ製造毎二良

化スルモソノｐＨノヽ常ニ７．０以上ニシテ堕基性

ナリ､。故二住吉Ｈｏｈｎ硫酸法ニテ分離培養基二

酸性材料ヲ塗擦シテ培養基ノｐＨヲ酸性二良化

セシムル｡ハ合理的ナリ。併シ乍ラ分離培養基二

含菌材料チ塗擦シテ後ノｐＨニ就イテ言及セル

モノナシ。故二次ノ賓験ヲ施行セリ。

賓験方法

　

Petragnaui及鈴木培養基ハlO.Occ

宛試験管二分注セリ。此ノ培養基ニ1％－10％

硫酸水0．１ｃｃヲ加へ、ソノ上一人型菌上池菌ノ｀

生理的食盛水浮游液(l.Occ 1/10 mg)0．1c(･チ分

注シ培養セリ。

ｐＨ測定材料トシテ硫酸水O.lcc及生理的食螢

水0．ｃｃヲ分注セル培養基ヲ３日間孵卵室二放

置シ充分二中和セリト認メラル時ノ凝固水ノ

ｐＨ万則定゛リ。
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第７表

　

雑菌混入結核一両尿ヨリノ結核菌培養

一 一

ペ犬　　培　菱
　　　　　　週　娠
雑菌及量
　(ｍｙ　　　　｀｀｀へ

１ ２ ３

大

腸

菌

1/10
Ｐ
Ｓ

ｉ　　　　＋

ｊ　　　．　冊

1/100
ｐ　ｌ　　　　　　　冊

Ｓ　　　　　　　　　Ｉ　冊

　　　｜　　　　　　　‾Ｐ　Ｉ　　　　　　　　，十十
Ｓ　　　　　　　Ｉ　併

1/1000

巡

鎗

状
球
菌

1/10 Ｐ
Ｓ

併
併

t/100
Ｐ

Ｓ ＋
十十
併

1/1000
（
Ｓ

併
併

葡
萄

状
球
菌

1/10
Ｐ：　　１

Ｓ
十十
併

　　　　　　　　1　　　　　　　1

1/100　l　　尽　　’

　　　　　　　　１　　

Ｓ

，柵
ﾚ紆

1/1000 Ｐ
Ｓ 舟

升

　

(十、朴、併)／ヽ結核菌ノ砿養ヲ示jス

Ｐ・ヽPetragnani培地

　　

S／ヽ冷木培地

　　

第８表

　

各種抗酸性菌ノ培養

へヽ、培養週

性菌

一一-

ツ

ｍ -

　

． ． －

早

グ」

Ｐ
一
Ｓ
．
Ｐ
て

　　　　　　　　　　　　

Ｐ

「キ

　　

」

　　

リ

　　

ー」－

　　　　　　　　　　　　

Ｓ

　　　　　　　　　

Ｐ

「トロダ４　ツテル」し

　　　　　　　　　

Ｓ

「テ

　　

ド

　

，ハ

　　

Ｐ

ム｣－

　　

Ｓ

１

一
十
十

十
十

十
十

＋
＋

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十

十
十
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ｦ'尿中二混ジ脆汁硫酸法ニテ培養セル成績ハ第

８表ノ如シ。

以上ノ如ク非病源性抗酸性菌モ此ノ硫酸濃度ニ

テ脅育スハモ結核菌ト異ナリ總テＩ週日以前ニ

1-.92
十
十

官験結果

　

分離固形培養基ニテモ液酸培養基二

於グルト同様二結核菌農育旺盛ナル至適iH ・ヽ

6．0－7．0ノ間ニアリ、叉碓育限界程度モ井上ニ

ョレバ5．0－9．8トナセルモ本賓験ニーヨレバ、至

適ｐＨ及分育限界ｐＨパ

レ刈

成立シ居ラデリシモノト考ヘラル。併シ乍ラ

以上ノ賓験二於テモ分離固汗付良否堪二於テモ

ｐＨノ侵化ヲ･考慮フ､･レ必要アル事テ示フ､モノト

第５

　

謄汁硫酸法ニテ難菌護生ヲ阻止シ得ルヤ

住吉硫酸法ハ其濃度及作用時間二於テ種々ノ愛

法アリテ最初住吉ハ15％ヲ用ヒタルモHohn

ノ･ヽ1()％テ叉Ｌ６ｍｅｎsteirげハ15谷し20％テ最

適トシSchattｅｎｅr(2Lハ15％テ最適トセリ。最

近二至り住占｀=ヅモ５ガテ用ヒ、植[Fド･ハ５％テ

最適1ヽセリ。胆汁硫酸法ニテノヽ硫酸濃度ノヽ３．３

％ニ柑富ノヽル故二此ノ濃度ニテ籍僻狛¦生ラ阻止

シ得ルヤテ官験セリ。

賓験方法

　

培養セル大腸菌、連鎖状球菌及葡萄

状球菌ノ1/10、1/100、1/1000 mg ヲ10ccノ尿中

二混ジ更二人型上池菌1/10 mg テ混ジテこレ

ヲ･胆汁硫酸法ニテ處置シ培養セリ。

ソノ成績ノヽ第７表二示フ､。

表二於テ何ラ示サザルノ｀ゝ雑菌ノ農育ラ観ザル故

ナリ、只結核菌ダヽ表示ノ如ク特育旺盛ナ几こ

。・ヽ培養菌ナルガ故二抵抗弱キ菌種トナレルモノ

ト考ヘラ1ノ、自然界二於ケル雑菌ニテ八時二特

育フヽルモノアルテ認メタルモ、之刈

噌ソヽモ貧農育スルモノニシテ、試験管敬ヲ噌シ

テソノ誤差ラ避クル以外二方法テ観ズ。導尿叉

｡ハ自然排泄尿ニシテモ排泄後時間テ経過セズ雑

菌ノ農育著明ナラデルモノ・ヽ本硫酸濃度ニテ充

分ナリ。次二常教室所蔵ノ各種抗酸性菌0.1 mg
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集 落 斗出現 ス。

第6小 括

(1)佐 藤 ノ 膿 汁 硫 酸 法 ノ・優 秀 ナ ル 培 養 法 ニ シ

テ、 本 法 ノ、集 菌 法=F考 慮 セル モ ノナ リ。

i2)結 核 菌 分 離 培 養 ニノ・培 養 基 ノpHノ 攣 化 及

成 分 ノ愛 化 身考 慮 シテ可 検 材 料等 ノ・饒 リニ 多量

二培 養 基 二人 レザ ル サ可 トス。

(3)培 養 上 ヨ リ菌 液 ノ・1.Occ1!10萬mg位 マ

デ可 成 リ正 確 ナ菌 液 斗作'製 シ得 ル モ ノ ト考 フ。

第3章 検索方法

今 村 内科 入 院 肺 結 核 及 肋 膜 炎 患 者 二就 テ、 ソ ノ

尿 病 的 所 見 ノ陰 性 陽 性 ラ論 ゼ ズ総 テ一 定 ノ方 式

ニ ヨ リ結 核 菌 誰 明 ラ施 行 セ リ.

採 尿 方 法 自然 排 泄 尿 二就 テ結 核 菌 テ検 索 ス ル

ノ・他 臓 器 伏 便 及 喀 疾等)ヨ リ ノ排 泄 菌 テ混 入 ス

ル 虞.アル事:ノ・既1二Dimtzau.Kartal31L,Kallos

u.Kall6s-Deffners・1)等 ノ論 ズル 所 ナ ル が故 二余

ノ・殺 菌 ヒル 「ネ ラ トンカ テ ー テル」一 ヨ リ膀 胱 尿

一1採取 セ リ
。膀 胱 尿 ニ テ ノ・勿論 菌 混 入 ノ生 殖 器

結 核 ヨ リスル 事 ラ否 定 シ得 ザ ル モ後 者 ノ・必 要 二

慮 ジ臨 躰 的 所 見及 膀 胱 鏡検 査 等 ニ ョ リ除 外 スル

事 トセ リ。

結 核 菌 培 養 法 豫 備實 験 ニ ヨ リ優 秀 ト認 メ タル

佐 藤 ノ膿 汁 硫 酸 法 ニ ヨ リPetragnani及 鈴 木 培

養 基 二培 養 セ リ。 自Pチ 膀 胱 尿20%cc二10%硫

酸 水10cc及 鷹 一i「ブ イヨ ン」0.5ccラ 加 へ20分

間 放 置 、次 イ デ強 力遠 心沈 澱_iナ シ、 ソ ノ沈 渣

テ ソ た"・ 培 地 二培 養 セ リ。

動 物 實 験 上記 培 養 二 蛇 行 シ テ 同 時 二尿20cc

ヨ リ ノ沈 澱 へ 「し一 メル」反 癒 陰 ・性 ナ ル膿 重200

gm内 外 ハ 扇 冥 ノ右 大 腿 皮 下 二・接 種1ケ 月 後 二

局所 茂所属 淋 巴 腺 ノ腫 大 ザ観 察 シ、2ケ 月 後 二

「レ_刃 、」反 庭 チ観 、 且 ッ剖 見 シテ ソ ノ結 核 病

攣 テ観 察 セ リ.

斯 ノ如 ク培 養及 動 物 實 験 斗併 用 セ シ所 以 ノ・結 核

菌 讃 明 二封'ヘ ル誤 差 誹極 力 避 ケ且 ツ培 養,基上 一

翼 育 セJ・抗 酸 性菌 ユ直 チ ニ結 核 菌 ナ リ ト断 言 シ

得 ンが篇 ナ リ.

第 ↓章 結核菌尿検索成績

結 核 菌 検 索 三際 シ培 養 法 ト動 物 實験 トノ成 績 テ

比 較 スル ニ何 等 ノ逞 庭 ヲ・認 メズ。 動 物 質 験 陽性

ナ レバ必 ズ培 養 陽性 ナ リ。 余 ノ陽 性 率 ノ・僅 カ ニ

10例 ナ リ シテ以 テ断 言 シ得 ザ ル モ、培 養 法 ト動

物 質 験 トノ・無二 微 量菌 誇 明 二 用 ヒ 得 ル モ ノナ

リ。

文 盧llニヨ レバ:L6wensteinl32)331ノ ・動 物 質験 陰 性

∴ シテiシ カモ培 養 可 能 ナ リ シ少 数例 テ報 告 シ、

培 養 法動 物 實 験 ヨリ優 レ リ ト論 ゼ リ、 併 シ乍 ラ

彼 二 於 テ モ動 物 實 験1閉 生ニ シ テ培 養 上 陰 性 ノ少

数 例 テ有 ス、 其 他B.:Lauger3畜,Nortonl35等

モ同 様 ノ報 告 アル モ亦 動 物 實 験 が培 養 ヨ リモ優

レ リ1・ ノ報;1～ノ、ForsseFり.Brinkmann371,

Gwadil3挿 等 ニ ヨ リ畿 表 セ ラル.

次 二余 ノ検 索 例160例 ノ 分 類 ・・第9表 ・如 シ.

第9表 菌尿検 索患 者分 類

肺

重

粘1～'中

輕

肋膜炎肺門腺結核

早 期 浸 潤一呑…

言「

騨瞬性
等_

31
二
30

ウ

～

.43

尿病的,
所 見菌 尿陽性
陽 性:

8

1一 一

r「 奮 『g

17

-h

_亙

…一t一

134

表 示 ノ如 ク肺 結 核 患 者及 肋 膜 炎患 者 温 シテ尿 病

的 所 見陽 性 者26名 巾菌 尿 ザ 諦 明 セ ルモ ノノ・9

名 ニ シテ、 内8名 八 徳 テ重 症 肺 結 核 患 者 ナ リ。

他1名 ノ・肋 膜 炎 患 者 ニ シテ臨 休 上 明 カニ 腎臓 結

核 テ謹 明 セ リ。 尿 病 的 所 見 陰 性 者 ハ134名 一 シ

テ、 菌 尿 テ誇 明 セ ル モ ノハ 中等 症 患 者1名 ノ ミ

ナ リ。



第9號 】 岩前=肺 結 核患者 二於 ケル結核 菌尿 二就 テ 鵬

第10表 菌 尿 陽 性 例

`

{性

姓 名:

i別

年ll喀 結

:診1訴1核酬!疲 菌

尿 所 見
一一一一 一 　一 一一一 一 一 『 一}一 一 一

腎皮 白球
上 血

尿 中結核菌
一 冒曹_一 一一一一 一 『 一 一

培 養編 制1
臆 見

蛋
白

圓
桂

赤球
血

検
鏡 PS

暫_一 一 一」一 一 一 一}←'一
一 　 一 一「一一一　 一一一

「 一「〒匿 一一

一 一-一 皿 一 一一 一 一 藺 一一
曽 一一一一}一

　 一一,一
一一}一

1♂
20 左 上 葉滲 出 性 結 核1一 一 一 一

一=
一1一 十2

1+
1:+i

舎 14 粟 粒 結 核 十 十 一 十 一
!

柵1一 十10
1一一}一十

7;十1
__一一

♀ 40 両側重症十 喉頭結核十
腎臓炎?

柵 10% 十 十 十
!

十1一
:

十4
…

十 ・ 十

1.鐸L一_

♀ 21 両 側 撒 布 性 結 核 十 帯 柵
一二=曽

柵 十 +に
!

甘撚+.
9

♀ 31
},一7-

25

「 　

左 重 症 結 核' 帯 十 十 十 +十1一 十1 十3,十1一
♀

_一 一一「一}一}

南 側 撒 布 性 結 核 十十 十 一二=
一

十
■ 一

十
一二

,一『

..「 謄-

十
一一 一一一

卦

一

一!

十十1 一
十.

__7

『.一,一 一 一 一 『 一 一

十1十 一.一

舎
一 一一 醒

♂

36

一 一 一`國一

雨 側 重 症 結 核
一
帯

一.・ 『

十 十 …一 十十1十 十

++}++1+}

一}}一 『

!_土 一腎鵬 核
24 肋 膜 肥 厚 右 腎 腫 大 一 十

.一 二一

一

一l

L土.
1

1一
一 一}

+1+
　.　 「F一,}Fη 一}-

l

l一 圃一a一 一 一

一 「一一一一一.『圃

♂127

一 一　

両側肺結核、副睾 丸結核
「

十 十十

一
一一=

十
一 一一

十

一.

1一 一一 一一 一一十H
・1十 十

一 一 一一一

++・+++が 崩
一.一 一_一 一 一一 一

ヒ

冊1柵,十 腎臓 結 核
_.,一 一

選 一i-37痛薩 孫 核7唇 宥副+ 什 一

今菌 尿 う・誇 明 セル患 者 ノ胸 部 所 見 及尿 所 見 斗表

示 ス レバ第10表 ノ如 シ。

表示 ノ如 ク 全:菌尿 誰 明 患 者10例 中2例 ノ・既 二

検鏡 上 結 核 菌 少 数 陽 性 ニ シテ、 臨 躰 的 所 見 既 二

泌尿 生殖 器 症 状 ア リテ、 泌 尿 生 殖器 結 核 ナ ・・コ

ト明瞭 ナ リ、 而 シ テ培 養 上 ノ対 照 トシテ観 ル1・

キ興 味 ア リ。 即 チー 尿 ノ如 キ検 鏡 上 … 視

野 二結 核 菌 ・卜均2-3個 テ認 ム ル ニ 過 ギ ザ ル ニ

培 養 奉上 全 面 三無 、数 ノ集 落 テ認 メ、一 尿

ノ如 キ1`)枚 絵 ノ 沈 渣 塗 抹 標 本 テ 期 待 ゾ以 テ充

分 二検 鏡 ニテ1個 ノ結 核 菌 ・窟 洲1㍗ し二過 ギ ザ

ル ニ培 養 基上 多 数 ノ集 落 ラ認 メ タ リ。

他8名 二就 テ ハ検 鏡 上 結 核 菌 斗認 メ ズ、 本 患 者

二就 キ簡 軍 二齪 述 スベ シ
。

1.一1936∫F1014爽 然38℃ 喀疾 喀出、咳

漱 ア リ大連 病院 二於テ、左側肺結核 ノ診 断ニテ入院治

療 ス。常時喀瑛 中結核菌陽性(「がフキー二5號)血 沈 中

等債71ナ リシモ稚 いト康 ヲ得 タ ・レが故 二蹄郷 、11月

21日 當内科二.λ、院 ス。

當時 ノ所 見 ・・、罷 格 中等 度、榮養1・∫良 、脈搏 、呼吸共 二

¥真常ナ ワ、胸部 二於テ ・・左 腕 ヒ部 二輕 キ濁音 ア リ、 呼

吸音納 ζ粗製+リ 。喀疫 ・・4)量ニ シテ検鏡 上結 核菌 ヲ

謹明 セズ、尿 中蛋 白、糖共 二陰性 、ピルケ^.反 庶ハ弱陽

性、血t幣正常 ナ リ。 胸部X窮 鼠 二於 テ・・雨肺門陰影稽

;増大 シ、左鎖骨 ヲ中心 トシテ 小見f拳 大 ノ滲出性陰

影ア リ。 血沈 ・・1時 間値3、2時 間値9ナ リ。・膣温 ・・

正 常… シテ最高36.8℃ ナ リ。

経 過 左 側 人 ■ 気 胸 ヲ 施 行 ス 、51日 間 ・入 院 治 療 二

a。}人 工 薫 陶 術8同 ヲ施 行 ス。此 ノ問1回 ・凝然 モ ナ

〃喀 庚 申結 核 菌 ヲ諭 明 セ ル コ トナ シ。叉 尿 中蛋 白其 他

病 的 所 見 ヲ 見 イzル事 ナ シ。 然 ル ニ 入院1週 日日 ノ尿

中二 培 養 及 動 物 實 験 モ 於 テ結 核 菌 ヲ誇 明 シ 双1,。 仁成

績 ヲ得 タ ル當 時 ノ・患 κ既 二 略治 退 院 士 シ ヲ∬ テ 、患 者

ヲ呼 出 シ、皮 膚 科 佐 谷 教 授 ヲ煩 ・・ン膀 胱 鏡 検fl亡ヲ受 ケ

シ メ〃ル ニ 、タ ・"左側 輸 尿管 口梢 ～刺 戟 セ 弓 レタ ル感

ア ルモ.皆憂 ナ ク、 入院 シ尚 一 暦 ノ検 査 ヲ進 メ ラ レ シ

モ、患 者 理 解 ナ 〃 ソ ノ儘 トナ レll。Dimtzau.Schaff-

h田ser'91"ノ 如 ワ分 離 尿 二就 テ 菌橦 →:ニヲー1一シ早 期 腎

刷 出 「術 ヲ施 行 ン、*声細 ナ ル 研 究 ヲナ ン得 ザ リシ バi遺:

憾 ナ ・1。ソ ノ後時 々患 κ ノ 自然 排泄 尿 ヲ 得 テ検 索 セ ル

成 績.ハ第11表 ノ如 シ。

第11表 氏 尿所 見

、響 一一一__.r

l15/X∬ノ36

月 日i尿 所 見

iP
l

E(一)

沈 渣n.b. 困{+1
i.1

けll地 動 物
1・

一 〒 〒

i s・ 實 験
一一 一 「L--

十

21皿!37 ,, 十m 十

28/IV!37
一

,,

「一{一

十7
一.一 一 一 一

十6
7}一 一 一

十8

十12 十

28/VI137 ,, 十10

一

十
一 一『 馳一 一.一_

十8/X/37 E(痕 跡)

沈 渣n.b.
十6 十5

・・/・縮 認 颯
1+1・

+一+

本例 二於 テ前 後1ケ 年 絵 ノ間 二6回 ノ菌 尿 検 索

=f施 行 セ ルニ常 二結 核 菌尿 陽 性 ナ リ
。而 シテ1(》
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ク月 ヨ リ 尿 中軽 度 ナ ル 病 的 所 見 一・認 メ タ リ。

併 シ乍 ラ患 者 ヨ リ泌尿 生 殖 器 症 状 ノ・認 メ ズ、 其

後 患 者 ノ・再 三 ノ呼 出 シニ モ慮 ゼズ、 遂 二検 索 テ

中止 ス ルニ 至 レ リ。 本 例 ノ・Deist紛 一㈹ ノ強

調 セ ル が 如 ク人 工 氣 胸 術 施 行患 者 ニ ミタ ル結 核

菌 尿 ナ ル モ 、 彼 ノ云 フ菌 血 症 ノ指 示標 トシテ ノ

菌 尿 トノ・認 メ ズ、 寧 ロ初 期 腎結 核 ノ初 瑳 症 状 ト

シ テ ノ結 核 菌尿 ト認 ム。

第2例 以 下 ノ・既 二尿 中病 的所 見 ア リ。Dimtza

ノ菌 尿 ノ範 疇 二人 ラザ ル モ ノナ リ.以 下 簡 輩 二

記 述 ス。

2.一14歳 舎

胸部所見 ハ:左肺肺門 二近 ク滲出性陰影 ア リ、左右 雨肺

全 面 二擾 ガル粟粒大陰影 ア リ、粟 粒結核症 ナ リ。脳膜

症 状加 ノ・リ鬼籍 二・入ル、死 亡2日 前 ノ「カテーテル」尿

ニ テ結 核菌尿 ヲ詮 明メ。本例 三献 テ菌血症 ヨリ菌尿起

リシモ ノト解ヌ ル ヨ リモ 粟 粒結核 ニ テ腎粟粒結核 ヲ
ミ

惹起 シ結 核菌排泄 ア リシモ ノト考ヘル が合理 的ナ ラ

ソ.尿 中叉著 明二病 的所見 ア リ。

3・ 一40歳 半

胸 部 ・・両側共 二廣汎 ナル滲 出性 陰影 ア リ。喉 頭結核 ヲ

合併ヌ。尿 ノ所見 ・・腎 ノ合併 ヲ思 ・・シムルモ培養及 動

物實験 二於テ結核菌 ヲ認'本 例 ハ菌血症 ア リテ、障

碍腎 ヲ通過 シテ菌 尿 ヲ惹起 セル モ ノ トモ解 シ得ル モ、

重症 ニ シテ喉頭結核 ノ合併 ア リ、腎臓 爾 ヨク結核罹患

ヨ',免 レシ ト解 ヌル ハ至難 ノ事 ナ リ。

4.■ ■■ ■21歳 半

弟12表 菌

胸部 ハ両側 共二血行撒布性陰影 ア リ。尿所見 ハ前例 ト

同様 二腎炎 ノ合併 ヲ思 ハ シム。.熊谷内科研 究 ニヨレ

バ、血 行撒 布性結核 二於 テハ菌血 症、菌尿症共 二強度

ナ リト報告 セラル。然 シ乍 ラ血行 撒布性結核ナルモ ノ

・・菌 血症 ノ結果 ニ シテ、現在菌 血症 が存在 セル詮明ナ

ラズ。叉撒 布性結核 二際 シテハ他 型 ノ肺結核 ヨリモ腎

臓 其他 ノ臓器結核 ノ合併 ハ、ソ ノ傘 高 キモ ノトモ考ヘ

ラルル が故 二、余 ハ『iく例 モ腎結 核 ノ合併 ア リシモ ノナ

ヲ ソ ト思惟メ。

5.一31歳 半

左 肺上部二・滲 出性陰 影ア リ。尿病的所見陽性 ナ リ。即

チ白血球稚 く多数、赤血球 及腎上皮 ヲ謹 明ス、之 ヲ以

テ初 期腎結核 ナラ ソ ト思惟ス。

6・ 一25歳 ♂

南側撒布性結核 ニ シテ、尿病的所 見陽性 ナ リ。第4例

r同 様 二形ス ベキモ ノナ リ。

7・ 一36歳 ♂

雨肺殆 ソ ド全面 二五 ル滲 出性陰影 ア リ。尿病 的所見・・

稚 く輕微 ナ リシモ死後 ノ 剖 見二於 テ 腎臓結核 ノ合併

ヲ認 メタ リ。

8・ 一24歳 ♂

右肋 膜 ノ肥厚 ヲ諦:明スル他胸部 三八著攣 ヲ認 メ ズ、尿

病 的所見 ハ軽微 ナ リシモ、臨躰的 二右 腎 ノ腫大 ヲ謹明

セ リ、約3ケ 月後 ニノ・定型的 ノAseptischePyurieヲ

証明ス、腎臓結核症 ナ リ。

次 二重 症 肺 結 核 患 者 ニ テ尿 中病 的 所 見 陽性 ナ ル

モ、再 三 ノ検 索 ニ モ菌 尿 陰 性 ラ示 セ ル例 プ第12

表 二表 示 スベ シ。

尿 陰 性 例

　 　

}性1年

姓 名1診
1別 齢

　

一 ■[王 」二z

断
結
核
菌

喀
疾
中

南 側 重 症 粘核1帝

展
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「
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亘
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♂
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■
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「

郭

　

　

土

止
一

一

"

}

十
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十

一
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+
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両側重症 十喉 頭結1 十
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回

数

培

養

9
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一
〇
σ
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十
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-

1
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1
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i

L
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+
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響
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」
I
i
,
一

」

,
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=

柵

一十

一
=

1
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11鷹轟 難、
♀23

十 2

+
T

…+

+

ま

+

ロ

　

整

枝
褒

ヒ
ロ

翫
旦

什
「

1十十

+
マ
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一

「一

一

丑
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+
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什
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ズト述べ･、菌尿ノ文献ヲ精査シ一ツモ満足ナル

結核菌尿ノ澄明テ得ズト述ベタリ。、而シテ初期

腎結核ノ診断が如何二困難ナルカテ示ス例トシ

テSchmorl ｕ. Geipel ノヽ胎盤結核二於テ1000

－2000ノ切片二於テ初ノテ結核病髪ヲ謐明シ

叉Ｆａｒkaｓ7j'が腎臓尿ニテ結核菌陽性ナル狐ノ

腎剔出テナシ病理學者ニョリ充分ナル組織學的

検索テナセルニ、結核病髪テ認ノズ、第２ノ病

理學者ニョリ全腎ヲ･連鎖切片ニテ検索スル事ニ

ョリ初ｙテ乾酪性腎結核病竃ヲ謐明セル例テ示

シテ肉眼的叉､ハ簡軍ナノレ組織検査ニョリ腎ハ非

結核腎ナリシト断言シ得ザルモノナリト述－ヽごタ

リ。近時Ｋｅｙｅs巳Ｗｏｏｄｒｕfr ｕ．Ｂｕmpｕｓ凧

Ｍｕｎｒｏy74'モ亦菌尿存在ヲ否定セリ。 Groninger

u. Pesch'''うヽ重症肺結核患者ノ２例二於テ菌

尿ヲ･澄明シ、後剖見－ヽヨリ腎結核プ澄明セル例

テ報告セリ。

最近井島7りヽ重症肺結核ニテ尿病的所見陰性ノ

患者10例テ選ビ、全尿テ23日間連績培養二依

リ、３例二於テ抗酸菌ヲ澄明セルモ結核菌ヲ澄

明セズ。 Kallos町ノヽ近時Faullerton以来現在

二至ルーデノ結核菌尿ノ文献ラ批判シテ翁ノ結

核菌尿ヲ認ノズト報告セリ。

動物賓験二於テBiedl ｕ. Ｋｒａｕｓ'77;、Moutgo-

ｍｅｒy(78)、Deist等・ヽ健康腎臓ノ結核菌通過テ認

メ、Lieberthal ｕ．ｒ Ｈｕth凧Ｂｏthe町ヘハ之リ･

否定セリ。、

以上ノ文献ヲ通寛シテ最モ根本的ノ研究テナセ

ル、Dimtza ｕ．Schaffhauser ノ研究二就イテ

考察スルニ、こハ主トシテ骨及開節其他ノ外

科的結核患者二就テノ観察ニシテRanke 第３

期比較的免疫期二於グル臓器結核ナルモ、こ等

ノ病型二於テ。･ヽLowenstein飯淵共二菌血症テ

謐明セリ。菌血症ノ澄明高度ナル病期二於ケル

文献テ観ルニ佐藤。・ヽ重症血行性結核及初感染患

者二於テ結核菌尿テ謐明セリ。併シ乍ラ一面

初感染二次グRauke第２期病機蔓延期及重症

血行性撒布性結核二於テ・ヽ叉腎臓結核ノ合併ｊ７

束ス事多キ事賓モ考慮セデルベカラズ。



鰯 岩前二肺結核 患者 二於 ケ ル結核菌 尿 二親 テ 【第18巻

次 三 余 ノ得 タル成 績 そ・観 ル ー10例 中 剖 見 反別

出手 術 等 ニ テ泌 尿 器結 核 一・澄 明 セ,レ例 テ除 外 ス

レ'バ、 菌 尿 誇 明 者 ハ6名 ナ リ.内5名 ハ総 テ重

症 結 核 患者 ニ シテ、 尿 中病 的 所 見 強 度 二 陽性 ニ

シテDimtzaノ 云 フ 結 核 菌 尿 三 井 ズ。 勿論 臨

休 的 所 見 ノ ミニ テ腎 ノ詳 細 ナ ル検索 テ鋏 クガ故

二 、 腎 結 核 症 ・合 併 テ確 實 三諦 明 セザ ル モ、 腎

二 結 核 病 愛 ア ル ト見ル が合 理 的 ナ リ.一

及 雨 例 ノ・腎 炎 ノ所 見 アル ガ故 二菌 血

症 存 在:シ障 碍 腎 ヨ リ菌 排 泄 ア リ トモ思 考 セ ラル

ル モ、 統 毬 腎 膜 炎 存 在 スル 時菌 血 存 在 ス レバ高

度 ノ皮 質結 核 一F惹起 スル ノ・余 ノ實 験 二示 ス所 ナ

リ。

次 二尿 二何 等 ノ病 的 所 見 ナ ク菌 尿 ラ諦 明 セル ハ

ー 唯1例 ノ ミニ シテ、 本 患 者 ノ・中等 症 結

核 症 ニ シテ、1ケ 年 絵 ノ経 過 テ観 察 スル ニ泌 尿

生 殖 器 症封犬テ呈 セズ 約10ケ 月後 二 尿 中軽 微 ノ

病 的 所 見 テ呈 シ來 レ リ.而 モ菌 尿 詮 明 ノ・常 二陽

性 ニ シテ、1同 ノ陰 性 成 績 モ 示 サ ズ、 之 が 故

一Deist… 派 ノー 過 性 二出 現 ス ・し菌 血 症 ノー 指

第6章

1.1村 内科入院肺及肋膜炎患者160名 二就 テ

結核菌尿 ヲ検索 セリn

1.結 核菌保護明例ノ・10例 ニ シテ、尿病的所見

陰性者134名 中1例 ノ菌尿 テ、尿病的所見陽性

者26名 中9例 ノ菌尿テ詮明 セリ。

1.尿 病的所見陽性 ナル菌尿患者9例 中4例 ノ・

創見刷出手術及臨休所見ヨリ明 力ご泌尿生殖器

結核患者ナリ。他5例 ハ総 テ重症結核患者ニ シ

テ、確實 二之 一1帯登明セザルモ腎臓結核 ノ合併 ア

ルモノト認 ム。

1.尿 中何等 ノ病的所見ナク結核菌尿 テ離明セ

ル1例 ノ・rl]等症肺結核患者ニシテ瞭然上泌尿器

文さ
1)Foullertonu、Hillier,Brit.med.T.774,1901.

2)Uhlen』utb,Centb1.f.Tbk・Forschg。Bd.3,

1909.3.・Twort,Centbl.f.Bakt.Bd.44,1909.

4)Petro任S.A,,J.ofPip.med.VoL21,1915.

示 標 ト シテ ノ菌 尿 ト考 ヘ ル ヨ リノ・、 初 期 腎 結 核

ノ切 瑳 症 状 ト シテ ノ菌 尿 ト思 惟 ス。

飯 淵 ニ ヨvバ 斯 ノ如・キ 肺 結 核 症期 ニ ノ・100%菌

血 症 陰 性 ナ リ。 又 一 般 二初 期 腎 結 核 ノ手 術 例 ノ

事 實 及藤 浪 教 授 ガ153例 ノ 結 核 屍 二 於 テ52例

ノ腎 結 核 テ 認 メ、 新 島 ノ・1243例 ノ結 核 屍 ノ28

%二 腎 結 核 ノ合併 ヲ認 メ タル事 實 等 ヨ リ考 察 ス

ル 時 、 腎 初 期 結 核 ノ診 断 ノ甚 グ困難 ナノ・ザ知 ル

ナ リ。

叉 菌 血 症 可成 リニ陽 性 率 高 シ ト報 告 セ ラノい 重

症 結 核 患 者 二 於 テ尿 中病 的 所 見 陰 性 ナル 者 二於

テ ノ・1例 ノ菌 尿 ラモ澄 明 セ ズ、 著 明 ナ ル血 行性

撒 布 性 結 核 ニ テ尿 中又 病 的 所 見 高 度 ナ ル者 ニ チ

モ菌 尿 テ諦 明 セ ザ ル モ ノ ア リ。 以 上 テ以 テ、 菌

血 症 存 在 スル モ、 結 核 菌 が健:康腎 ヲ通 過 シテ菌

尿 ラ呈 スル が如 キ事 實 ノ・人 膿 二於 ケル 自然経 過

二 於 テノ・非 常 二稀 有 ナル モ ノ ト思 惟 スル 故 二、

吾 人 が臨 休 上 二結 核 菌 尿 ヲ・諺 明 ス レバ必 ズ初 期

腎 結 核 ノ存 在 斗考 フベ キ ナ リ。

結 語

結 核 ノ症 状 テ認 メ ズ、 本 患 者 ノ経 過 テ観,し一一1

年1ケ 月 ノ間 二 於 ケル6同 ノ尿 培 養 及動 物 實駿

二於 テ常 二 結 核 菌 尿 陽性 ナ リ。 約10・ ケ月 ノ後

二尿 二軽 微 ナル 病 的 所 見 テ認 ム、 本 例.}_過 性

ニ ア ラノ・レ'ル菌 血 症 ノ指 示 標 ト シテ ・菌 尿 ト認

メ ズ、 初 期 腎 結 核 ノ初 獲 症}伏B子 ノ菌 血症 ト

認 ム。

1.以 上 ノ成 績 二依 り、 結 核 菌尿 存 在 冒ヘレバ、

常 二 腎結 核 ノ存 在 テ考 慮 スベ キ ナ リ.

欄 筆 二 臨L御 指 導 御 校 閲 ・・賜 り シ恩 師 今村 荒男

教授 二深 謝 ス。
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